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1　はじめに

　間食は，幼児期または小学校低学年の時期には，3回

の食事では十分な量が摂取できない事から補食として考

えられ，一日のエネルギー量の10～15％が適当とされ

ている．大きくなると，夜遅くまで勉強するために夜食

としてとる場合もある．

　大人にとっての間食は，3回の食事以外に嗜好的な意

味合いでとる場合が多いと思われるが、今回は女子大生

にっいて調べた．若い女性は，やせの割合が増加1）し

ていて，やせ願望をもっている者及び実際にダイエット

を経験している者も多い2＞～4）．また，実際には，　“や

せぎみ”または“やせ”の体型なのに太っていると思っ

ている者ほど，間食を食べている者が多い，という報告

5’6》がある．そして，若い女性は，朝食の欠食率が高

い，外食率が高い1）等食生活が不規則であったりする．

そこで，どの程度間食として摂取しているか，内容はど

うか等，調査を行った。また，母親の食意識及び態度が，

子どもの食行動に対して影響を与えているという報告7）

があることから，間食として食べられやすい食品であ

る，お菓子やデザートに対する行動・関心が母親から子

どもに影響を与えているのか，そして，女子大生と母親

には違いがあるのか等を検討した．

11．調査対象及び方法

1．食物摂取調査

調査対象：

　対象は本学栄養学科管理栄養士専攻3年生で年齢20

～21歳の学生78名である．

方法：

　食物摂取調査の時期は，平成10年10月の平日連続

2日間とした．摂取する食物の秤量を原則とし，でき

ない場合には目安量で記録させた．

　集計は，調査表に基づいて，栄養素等摂取量を算出し

た．算出にあたっては，㈱エスエフシー新潟社のSFC

栄養指導システムを使用した．

2．アンケート調査

調査対象：

　対象は本学栄養学科3年生・短大栄養科1年生で342名

（回収率63％）とその母親223名である．

方法：

　調査時期は，平成10年11～12月である．その間に学

生にアンケート用紙を配付し，自宅から通学している学生

には，持ち帰って母親にも回答してもらい，後日回収した．

下宿している学生はその場で回答させ，回収した．

　アンケート調査内容は，該当するものに○をっける質問

方式を選んだ．

（1）対象者の概要；年齢，家族構成，住居の環境，母親

の職業の有無

（2）食事の状況；家族そろって食事をとるか，外食する

か

（3）料理；作るのは好きか，作る方法

（4）お菓子；作るのは好きか，作る方法，購入場所，購

入価格，いっ食べるか

⑤　コンビニエンスストアでの購入状況

　集計は単純集計及びクロス集計を行った．有意差の有

無については，x2検定を行った．

栄養科　栄養指導論研究室
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皿．結果及び考察

1．間食の摂取状況について

（1）調査対象者の概要
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本学学生78名の身長，体重の平均値を推計基準値8）

と比較すると表1の通りである．

表1調査対象者の概要

女子大生

（n＝78）

推計基準値

身長（cm）

体重（kg＞

158．9　±　5．5

50．9　±　7．0

158．1

51．3

注）推計基準値は第五次改定日本人の栄養所要量より

　身長158．9±5．5　cm，体重50．9±7．O　hgであり，推計基

準値とほぼ同じ値であった．

②　間食の頻度

　実際に間食をとっている者の状況は，図1の通りであ

る。学生78名のうち，“2日間とも間食をとっている者”

は32名，41．0％，“2日間のうち1日だけ間食をとって

いる者”は26名，33．3％，“2日間とも間食をとっていな

い者”は20名，25．6％であった．

1日だけとっている

2日間ともとっている

　　41．0％

2日間ともとっていない

　　　25．6％

図1　間食の頻度

　食生活データ9）によると，女性20歳代の間食頻度は，

“全く間食しない”3．8％で，“ほとんど間食しない”

17．6％，“ときどき間食する”59．1％，“よく間食する”

18．9％である．

　“2日間とも間食をとっていない”本学学生と，“全

く間食しない”及び“ほとんど間食しない”のアンケー

ト調査の結果とを比べると同じような頻度といえる．女

子大生の4人のうち3人は，間食をとっていたことにな

る．

　男性のアンケート調査結果9）と比べると，男性20歳代

の間食頻度は，“全く間食しない”14．0％で，“ほとんど間

食しない”40．9％，“ときどき間食する”37．8％，“よく間

食する”7．3％であり，女性の方が間食の頻度は高いとい

える．

（3》間食をとっている時と，とっていない時の1日の栄養

素等摂取量の比較

　1人2日間の食物摂取調査を集計し，間食をとっている

時と，とっていない時の1日の栄養素等摂取量を比較した

ものが表2である．

　間食をとっている時のエネルギー量の平均は，1，647±

354kcalで，とっていない時は，1，502±368kca1であっ

た．20歳代女性，生活活動強度Hの栄養所要量と比較す

ると，充足率82％と75％であり，ともに所要量を下回っ

ていた．

　中永ら10）の報告によると，女子学生27人の平均の摂

取エネルギー量は，1，479kca1，また，関口ら11）の報告

によると，女子大生102人の平均の摂取エネルギー量

は1，594±284．2kcalであり，本調査と同じような値で

あった．

　細身志向のたあか，摂取エネルギー量が少ないようで

ある．エネルギー量以外に充足率を下回っていたのは，

カルシウム，鉄であり、国民栄養調査1）でも、問題に

なっている栄養素である．

　間食をとっている時は，脂質52．0±24．Og，ビタミン

A2，824±5，3911U，ビタミンC116±80　mgと，これ

らの栄養素に，間食をとっていない時よりも摂取　量が

多くなっている．これは，間食として摂取している食品

の内容に関係があると思われる．

（4）間食の栄養素等摂取量と一日のエネルギー量に対す

る間食の割合

　間食としてとっている栄養素等摂取量と一日のエネル

ギー量に対する間食のエネルギー量の割合は，表3の通

りである．

　間食としてとっている食品がいろいろなので，最小値

0から最大値まで各項目ごとに差が著しい．エネルギー

量は，193±163kcalであり，以前関口ら12）が，本学学

生100名を対象に行った調査結果である自宅生の間食

175±175．9kcal，下宿生（自炊）の間食194±134．8

kcalとほぼ同じ値で，どちらかと言うと下宿生の値に

近い．これ以外の項目を比較し，本調査の方が摂取量
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表21日当たりの栄養素等摂取量

間食をとっている（n＝90、 間食をとっていない（n・＝66）

摂取量（x±SD）　充足率（％） 摂取量（7±SD）　充足率（％）

栄養所要量
（20歳代）

エネルギー　（kcaD
たん白質　　（g）

脂質　　　　（9）

カルシウム　（㎎）

鉄　　　　　（mg）

ビタミンA　（IU）

ビタミンB，（㎎）

ビタミンB2（mg）

ビタミンC　（㎎）

食塩相当量　（g）

1，647　±　354

61．7±18．1
52．0　±　24．0

　476±218
　8．8±4．2
2，824　±　5，391

0．88　±　0．36

1．23　±　0．63

　116±80
　9．7±3．5

82

103

104

79

73

157

110

112

232

97

1，502　：ヒ　368

60．2　±　　19．9

48．3　±　21，5

　469±214
　8．6±4．0
2，254　±　2，022

0．87　±　0．42

1．12　±　0．42

　90±49
10．0　±　 5。0

75

100

97

78

72

125

109

102

180

100

2，000

　60
44～56

　600

　12
1，800

　0．8

　1．1

　50
　10

注）栄養所要量は，　「第四次改定日本人の栄養所要量」の女子，生活活動強度IIを使用

　　表3間食の栄養素等摂取量と
1日のエネルギー量に対する間食の割合

　　　食数　（　n＝90）

摂取量（了±SD＞　最大値　最小値

エネルギー

たん白質

脂質

糖質

食物繊維

カルシウム

リン

鉄

ナトリウム

カリウム

ビタミンA

ビタミンBl
ビタミンB，（㎎）

ビタミンC　（㎎）

ビタミンD　（IU）

ビタミンE　（㎎）

コレステロール（㎎〉

食塩指当量　（g）

（kcal＞　　193　±　 163

（g）　　　　4．4　±　4．4

（g）　　　　5．6　±　7．1

（g）　　33．6±30．8

（g＞　　　0，3±0．7

（mg）　　　　77　±　103

（mg）　　　　　89　±　　101

（㎎）　0．6±0．8
（mg）　　　　107　±　177

（mg）　　　232　±　236

（IU）　　　i65　：ヒ　196

（mg）　　　0．06　±　0．07

　　　0．14　±　0．17

　　　　20±41
　　　　2±17
　　　　0．2±0．5

　　　　10±34
　　　　0．2±0．5

　917

21．3

45．9

176．9

　4．9

　584

　652

　5．6

1，　037

1，614

　846

0．38

1，16

　245

　150
　2．　6

　264

　2．7

0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　
　
　
0

10年以上前なので，間食としてとっている食品の内容

にも違いがあるのかも知れない．

　1日のエネルギー量に対する間食の割合では，最小値

0，最大値49．9％で，平均値11．6±8．7％であった．

　こどもの間食としての割合が10～15％といわれてい

ることもあり，妥当なところであると思う．以前，関ロ

ら12）が調査したものでは、自宅生10．8％，下宿生12．7％

であり，本調査と同じような割合であった．

（5）間食の内容

　間食の内容は表4に出現の多い順にあげた．

表4間食の内容

飲料 食べ物

＊、1日のエネルギー量に対する間食の割合（％）

　　　　　　　　　11．6±8．7　　　 49．9 0

1　コーヒー飲料類

2　無糖茶飲料類

3牛乳
4果汁飲料類
5　　糸工茶飲米斗類

5炭酸飲料類
5　ウォーター系飲料類

1果物類
2　アイスクリーム類

3　ヨーグルト類

4洋生菓子類
4和生菓子類
5　ビスケット類

6菓子パン類

が多かった栄養素は，カルシウム、本調査77±103mg，

下宿生73±76．3mg，リン，本調査89±101mg，下宿

生83±76．1mg，カリウム，本調査232±236mg，下

宿生206±170．9mg，ビタミンA，本調査165±196

1U，自宅生143±259．81U，ビタミンC，本調査20±

41mg，自宅生13±22．9mgであった．

　各栄養素に多少差がみられたのは，以前調査したのは

注）摂取の多い順

　飲料としては，1．コーヒー飲料類，2．無糖茶飲料

類，3．牛乳，4．果汁飲料類であり，食べ物としては

1．果物類，2．アイスクリーム類，3．ヨーグルト類

4．洋生菓子類，4．和生菓子類の順で出現頻度が高かっ

た．

　安里ら13）の報告による女子大生の高頻度摂取食品品

目より間食に出現しそうなものをみると，コーヒー，み
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かん，ヨーグルト，なし，紅茶，オレンジジュース，生

クリーム，柿，バナナ等があげられている．また，江田

ら2）は，高校生の女子で，　“間食はあまり食べない”

35．1％だけれども，　“菓子や甘い食品は控えめにしてい

る”22．9％，　“コーヒーをよく飲む”30．2％，　“清涼飲

料水をよく飲む”38．1％，”果物を毎日食べる”63．9％

と報告している．また，食品需給研究センターによると

14）昭和40年から昭和63年にかけて，生産量が増えて

いる食品として，チョコレート，米菓，和生菓子，洋生

菓子，スナック菓子などがあげられている．そして，食

品トレンド98産業編によると15）生産量，市場規模とも

に伸びている食品は，ヨーグルト類，スナック菓子，チ

ルドデザート（プリン，ゼリー等），パン（特に菓子パン

類），清涼飲料（無糖茶飲料，　ミネラルウォーター，無

糖飲料，ウォーター系），缶コーヒー，紅茶等となって

いる．

　間食を嗜好的な観点でとると流行に左右されやすい内

容になるといえるだろう．また，間食をしている者の方

が，脂質，ビタミンA，Cが多かったのは，摂取食品の

内容によるといえる．少数ではあるが，なかにはサラダ

や手作りのお菓子を食べている者もいた．間食も1日の

栄養のバランスを考えて，3回の食事では摂取できない

食品を上手にとると，足りない栄養素を補うことができ

るので，有効な食べ方になると考える．

2．お菓子・デザート類にっいての行動，関心等につい

　　て

（1）調査対象者の概要

　アンケートの回答者，女子大生342名と母親223名の

概要は，表5の通りである．

表5調査対象者の概要

女子大生（n＝342）　　母親（n・＝223）

〔年齢〕

Y　　SD

19．9±1．1

ア　　SD

48．3±3．3

〔家族構成〕

　一人暮らし
　2世代
　3世代
　その他
〔住宅環境〕

　住宅街
　商店街
　農村地
　その他

人　　（％）

84　（24．6）

180　（52．6）

57　（16．7）

21（6．1）

288　（84．2）

29（8．5）

11（3．2）

14（4．1）

〔仕事〕

　有り
　無し

人　　（％）

167　（74．9）

56　（25．1）

注）仕事有りはパートを含む

　女子大生の平均年齢は，19．9±1．1歳，母親48。3±3．

3歳である．家族構成は一人暮らし84名，24．6％であ

り，最も多いのが2世代暮らしの180名，52．6％だった．

住居の環境は、住宅街の288名，84．2％が最も多く，

次いで商店街の29名，8．5％だった．母親の方は，パー

トを含む職業をもっている者が167名，74．9％であり，

職業を持っていない者が56名，25．1％であった．

（2）お菓子にっいての頻度，行動，関心等

　お菓子，デザート類の摂取状況は表6の通りである．

　食べる頻度の項目は，女子大生と母親との間に有意差

は認められず，差はなかった．　“毎日食べる”は，女子

大生92名，27．0％，母親55名，24．7％であった．

　中嶋ら16）の報告では，女子学生155人のうち“間食

や夜食をほとんど毎日食べる”者は，46人（29．0％），

“週2～3回食べる”者は，78人（50．7％），　“間食は

ほとんどしない”者は，30人（19．5％）であり，本調

査と同様3割弱の者が毎日食べていた．

　食べる時間帯は，食事と食事の間である“間食”が一

番多く，女子大生232名，67．8％，母親161名，72．2

％であった．っいで，　“食事のあと”で，女子大生95

名，27．8％，母親51名，22．9％となっている．

　摂取食品の内容によっては，間食としてではなく，食

事中のデザートとして食べることもあるし，また，食事

中にお菓子のようなものを食べることもある．食生活の

習慣でもあると思うので，母親と子供は，同じような習

慣をもっていると思われる．

　行動，関心，購入の項目では，女子大生と母親との間

で，有意差がみられ，年齢とか，置かれている立場など

で，かわってくるものと思われる．

　行動の項目では，“作るのが好き”は，女子大生289名，

84．5％，母親104名，46．6％で，女子大生に多い．ま

た，お菓子を上手に作るためには，材料や割合が問題に

なるためか，“レシピ通り作る”者も多くなっている．

　関心の項目では，“人に聞いて購入する・食べに行く”

及び“T．V，雑誌を見て購入する・食べに行く”が多

く，特に女子大生に多くみられた．

　購入場所としては，“コンビニエンスストア”が，女

子大生104名，30．4％，母親4名，1．8％と若い人に多

く，その他の購入場所は，母親に多かった．コンビニエ

ンスストアの店舗数の増加17）という事と，若い人の利

用が多いことがわかる．また，ヨーグルトやチルドデザー

トの増加も15）コンビニエンスストアに多い商品なので，
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表6お菓子にっいての頻度，行動，関心，購入場所，購入価格

女子大生（nニ342）　母親（n＝223）

　　　人（％）　人（％） x2検定

〔頻度〕

　毎日
　食事のあと
　間食
　夜食
〔行動〕

　作るのが好き
　レシピ通り作る
　作るものは同じ
　工夫して作る
〔関心〕

　人に聞いて作る
　　　　　　　購入する
　　　　　　　食べに行く
　T．V，雑誌を見て購入する
　　　　　　　　食べに行く
〔購入場所〕

　専門店
　スーパーマーケット
　デパート
　　コンビニエンスストア
〔購入価格〕

　100円以内
　200～300円
　300～400円
　500円以上

92　（27．0）

95　（27．8）
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表7料理に関しての行動，関心

女子大生（n＝・　342）
人　　（％）

母親（n＝223）
　人　　（％） κ2検定

〔行動〕

　作るのが好き
　レシピ通り作る
　作るものは同じ
　工夫して作る
　注文に合わせて作る
〔関心〕

　人に聞いて作る
　　　　　　購入する
　　　　　　　食べに行く
　T．V，雑誌を見て購入する

　　　　　　　食べに行く

300　（87．7）

122　（35．7）

129　（37．7）

152　（44．4）

158　（46．2）

241　（70．5）

293　（85．7）

248　（72．5）

254　（74．3）

185　（54．1）

164　（73．5）

34　（15．2）

118　（52．9）

136　（61．0）

180　（80．7）

193　（86．5）

159　（71．3）

116　（52．0）

109　（48．9）

64　（28．7）
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うなづける点でもある．

　購入価格については，200～300円が一番多く，女子

大生193名，56．6％，母親121名，54．3％だった．

（3）料理にっいての行動，関心

　お菓子と料理とでは，行動及び関心に違いがあるのだ

ろうかと考えて，ここでは，料理にっいての行動，関心

について調べた．表7の通りである．

　行動，関心のいずれもの項目にっいて，女子大生と母

親との間に有意差が認められた．

　行動の項目では，　“作るのが好き”女子大生300名，

87．7％，母親164名，73．5％と，母親の方は，お菓子よ

り料理の方が“作るのが好き”と回答している者が多かっ

た．また，お菓子の場合と違って，　“レシピ通り作る”

は，女子大生122名，35．7％，母親34名，15．2％，

“工夫して作る”は，女子大生152名，44．4％，母親

136名，61．0％と，　“レシピ通り作る”よりも“工夫し

て作る”の方が多かった．

　関心の項目では，　“人に聞いて作る”が，女子大生

241名，70．5％，母親193名，86．5％と，お菓子の場合

よりも積極的な姿勢であった．また，　“人に聞いて食べ

に行く”と“T．V，雑誌を見て食べに行く”の項目で，

お菓子の時よりもやや多い回答であった．

　女子大生に比べて母親の方は，お菓子よりも料理の方

に関心が高かった．

（4）お菓子・料理を作るのが好き嫌いからみた関係

　お菓子または料理を作るのが好きな人は，お菓子や料

理に対する行動や関心に差があるのか，調べたものが表

8である．

　お菓子を作るのが好きか嫌いかによって，お菓子にっ

いての行動及び関心の項目に，女子大生，母親ともに有

表8お菓子・料理を作るのが好き嫌いからみた関係

お菓子を作るのが好き・嫌い 料理を作るのが好き・嫌い

女子大生　　母親 女子大生　　母親

〔お菓子〕

作るのが好き・嫌い

レシピ通り作る・作らない

作るものは同じ・違う

工夫して作る・作らない

人に聞いて作る・作らない

　　　”　　購入する・しない

　　　”　　食べに行く・行かない

T．V，雑誌を見て購入する・しない

　　　”　　　食べに行く・行かない

一緒に食べに行く人がいる・いない
〔料理〕

作るのが好き・嫌い

レシピ通り作る・作らない

作るものは同じ・違う

工夫して作る・作らない

注文に合わせて作る・作らない

人に聞いて作る・作らない

　　　”　　購入する・しない

　　　”　　食べに行く・行かない

T．　V，雑誌を見て購入する・しない

　　　”　　　食べに行く・行かない

一緒に食べに行く人がいる・いない
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女子大生の間食について

意差がみられ，違いがみとあられた．

　料理を作るのが好きか嫌いかによってでは，あまり有

意差は認められなかったが，やや女子大生の方に差が認

められた項目が多かった．

　お菓子作りは，趣味とか興味の度合いがはっきりして

いるので，好きか嫌いかによってはっきりとわかれるの

だと思われる．それに対して料理は，好きか嫌いかとは

別に日常しなければならないということがあるからかも

知れない．

lV．まとめ

　若い女性の食生活の乱れが問題となっている．そういっ

た状況のなかで，間食についてはどうか調べてみた．女

子大生の間食の摂取状況，栄養素等摂取量，摂取内容及

び間食として摂取されやすい，お菓子やデザートに対す

る行動，関心等と母親から子供への影響をみた結果は次

の通りである．

違いがあり，母親の方に関心が高かった．また，お菓子

では，　“レシピ通り作る”が多かったが，料理では“工

夫して作る”が，多かった．

（3）女子大生，母親ともに，お菓子を作るのが好きか嫌

いかによって，お菓子にっいての行動及び関心に有意差

がみられた．しかし，料理を作るのが好きか嫌いかによっ

てでは，料理にっいての行動及び関心にあまり差はみら

れなかった．

　以上のことから，女子大生にお菓子・デザート類につ

いての興味，関心は高く，4人のうち3人は間食をとっ

ていたので，自分の1日の食事内容を考えた上で，上手

な間食がとれるように，また，規則的に摂取できるよう

にできればよいと思う．
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